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座長 :相見 浦 (霊長研) ･
大石 正 (奈良女子大 ･理)
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第2部 座長 :片山一道 (京都大学霊長桁研究所)
篠原 徹 (国立歴史民俗博物館)












伊藤憤一 ･井上 (村山)美穂 (岐阜大学)
ウズラと係わってきた日本人









総合討論 座長 :片山一道､川本 芳
指定肘的･G 背 盟 (北泊退大学)
世話人:flL･山一道･川本 芳･茂原招生･清水慶子･
庄武孝菰･友永雅己
耶28回ホミニゼーション研究会は家畜と人
間の関係の謂8]を考える会を企画し､･タイトルを
｢人間と家畜｣とした｡特定の研究分野や研究事
象に限定した研究会ではなく､家畜をめぐる様々
な分野の研究者を招いて,過去から未来におよぷ
人間と家畜の関係を勉強し､議論する会となった｡
全体は4郡構成とした｡第1部では家畜化
をめぐる話題提供があった｡藤井氏は西アジアの
発掘調査に基づき､少なくとも西アジアでは定住
的な農耕狩猟民による野生の群れの切り取りがヤ
ギやヒツジの家畜化のはじまりであるとする考古
学的証拠を紹介した｡太田氏は比較繁殖生理学の
立切から､周年繁殖もしくは秋に繁殖期を迎える
家犬は､他の多くのイヌ科動物と晃なっており､
緊殉性に対する家畜化の影響を考えるとイヌの起
源問題は複雑であることを紹介した｡第2部では
民俗学､行動学の研究紹介があった｡篠原氏は､
技術を定式化し､養蜂､鵜飼､養蚕を具体例とし
て､自然と技術の関係性ないしは人間の自然利用
には､3つのレベルがあるとの考えを紹介した｡
楠瀬氏は競走馬の行動祝祭より､人間の与える堀
切で馬の行動が規定され.3ケ月齢までの人間と
の接触時間といった飼育現境が馬の個性.行動特
性に強い影響を与えていることを紹介した｡節3
郡では畜産学､迫伝学からの家畜の起源と系統に
関する研究紹介があった｡並河氏はウシ､スイギ
ュウとその家畜化に関与した野生種に関する近年
の迫伝子分析から､系統関係の研究成果を紹介し
た｡野持氏はアジア各地の在来馬集団の血液蛋白
変兄を調査し､日本在来馬が大陸由来の単系起源
であるとの証拠を紹介した｡伊藤氏は文学､民俗
学､芸術等の文献を渉猟し､ウズラに対する日本
人の思いを紹介し､ウズラ研究の現状についても
紹介した｡苅4部では家市を中心とした生物工学､
ゲノム研死の現状および今後の問招点の紹介があ
った｡細井氏は動物の人工繁殖における先端技術
を紹介し､細胞門への和子注入法､体細胞核注入
法を詳細に解説した｡長嶋氏は迫伝子串入動物と
クローン動物の生産技術を紹介し､これら技術の
突用化が引き起こす倫理的な問題点を指摘した｡
峰沢氏は家畜を中心としたゲノム研究の現状を紹
介し､育種改良市井の向上にとってゲノムプロジ
ェクトの果たす意義を説明した｡
本研究所では家畜をとりあげる研究会がし
ばらく催されていなかった｡保全や倫理にまつわ
る近年の議論も.生物資源をめぐる人間の問題と
みなすことができる｡本研究会の総合討論では､
生命工学の技術発展により､これまでになかった
人間と家畜の関係が今まさに展開しつつあるこ
と､そして新しい関係の中で生命倫理の重要な問
題が生まれつつあることが指摘された｡人間が他
生物とどのような関係をもちながら変化､そして
進化してゆくかを試論するうえで､家畜は具体的
な問題を提起しっづける存在である｡
(文ff:川本 芳)
｢ニホンザルの採食生態と社会関係に関する
比較研究｣
日時 :1999年3月19日(金)～20日(土)
場所 :霊長野i研究所大会3品蛮
参加者 :約60名
プログラム
3月19日 (金)
採食と社会について
座長:山棲市-(京都大 ･理)
1.｢ヤクシマザルの分和と個体数J.
好広文一(陀谷大･経営)
2.｢屋久島に生息するニホンザルの採食行動の年
齢差｣
半谷吾郎(京都大･理)
3.｢群れの出会いの頻度と群問成合 :ニホンザル
ニ地域集団の比較｣
杉浦秀樹(京都大･盟長研)〔杭者〕
斉藤千映英(宮城孜市大 ･教)
佐藤静枝(宮城のサル調査会)
拐安ml樹(秋田経法大 ･経済)
苅椅弘之(京都大･霊長研)
古市剛史(明治学淀大 ･生物)
市畑由起夫(関西学院大 ･総合政策)
4.｢社会生態学の今後の展望 :ニホンザルを例に
して｣
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中川尚史(神戸看護大)
ディスカッサント:
高畑由起夫(関西学院大 ･総合政策)
小金沢正昭(宇都宮大 ･農)
居村純子(東京農工大 ･農)
大井 徹(森林総研 ･東北支所)
高橋弘之(京都大 ･霊長研)
松村秀一(京都大 ･霊長研)
3月20日(土)
採食､繁殖.社会をめぐって
座長 :古市剛史(明治学院大 ･生物)
5.｢高崎山に生息するニホンザルのオトナメスの
採食戦略｣
横田直人(大分短期大)
6.｢野生ヤクシマザルの発情期における個体間関
係と採食様式の関連｣
松原 幹(都大 ･霊長研)
7.｢MaleandFemaleMatingStrategiesin
WildJapaneseMacaquesonYakushima
lslandJ
Joseph Soltis(京都大 ･霊長研)
ディスカッサント:
非上美枝(岐阜大 ･儲)
は2f直樹(秋田経法大 ･経済)
早川祥子(京都大 ･霊長研)
招本知郎(東海大 ･医)
森 明班(京都大 ･霊長研)
竹中 修(京都大 ･霊長研)
世詣人:大将秀行･山極彰一･森 明雄･
松村秀一･高橋弘之 ･杉山幸丸
平成8-9年度に実施された計画研究 ｢ニ
ホンザルの採食生態と社会関係に関する比較研
究｣のまとめとして本研究会を開催した｡第1日
目はニホンザルの生態や社会を環境条件の違いに
よって比較する第一歩として.屋久島と金華山に
生息する自然群を対象にこれまでの研究成果を出
し合い､討論を行った｡屋久島は標高に沿って植
生が大きく真なるので.亜種内､地域個体群内で
環境条件の追いに基づく変兄を論ずることができ
る｡今回の発表では､上部域に生息するサルが季
節によって垂直に移動していることが報告され,
季節移動をしない海岸域のサルとは異なる生態特
徴をもつことが示唆された｡また､海岸域の照葉
樹林では､未成熟なオスが成熟オスに比べて基礎
代謝に必要な栄養摂取をすみやかに達成している
ことが示され､初めて年齢による採食様式の追い
が自然群を対象に論じられた｡金蕃山と屋久島は
ともに複数群が遊動域を一部重ね合わせている
が､群間関係は屋久島の方が敵対的で､とくに交
尾期に群間の敵対的交渉が頻発すこる｡この追いを
生態学的条件 (遊動域の大きさ､食物の分布様式
など)から説明できるかどうかが討論され､さま
ざまな意見が出された｡最後にニホンザルを対象
にした採食生態学.社会生態学を世界の研究阜比
較して､今後の研究への指針や抱負が言古られた｡
第2日目はニホンザルのメスが繁殖にとも
なう生理状態に応じてどのように採食様式を変え
るかというテーマについて､高崎山と屈久山の研
究から報告があった｡高崎山では乳児を抱いたメ
スが他のメスに比べて優先的に餌には近できる
が､順位によって場所､採食袋田の選び方､採企
時間などを変え､状況に応じて効率よい企物の搾
取を試みていることが示された｡屋久島では発的
メスが第1位オスとコンソート関係を結んでいた
日と複数オスと交尾した日を比べ､採食時間や移
動時間が大きく晃なることが報告された｡これは
メスが発情するとオスから頻繁に攻解されること
によって生じる採食上のコストであり､メスはこ
れを防ぐために第1位オスとコンソートを結ぶ傾
向があることが示唆 された｡また､屋久由では初
めてのオスによる子殺しの報告があり､松雄群で
起こった子殺しの進化史的意義をめぐってさまざ
まな意見が出された｡
本課題研究は､ニホンザルの生息城暁の泣
虫的理解の上に行動特性や社会関係の変災を論じ
ていこうと試みたもので.今回の討論でその瓜初
の目標は達成できたように思う｡研究会でもこれ
までの日本サル学の性格と世界の研究の動向につ
いて多くの意見が出された｡ニホンザルを対象に
行われてきた研究の成果をさまざまな視点から再
評価し,新しいパラダイムの構拓を目指さなけれ
ばならない時がきている｡その意味で､本研究会
は次の課題研究へつながる足がかりになったと考
えている｡
(文宍:山極串-)
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